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VLAN について
VLANを使用すると、ネットワークを、レイヤ 2レベルの個別の論理領域として分割できます。
VLANはブロードキャストドメインと見なすこともできます。

どのようなスイッチポートでもVLANに属すことができ、ユニキャスト、ブロードキャスト、マ
ルチキャストのパケットは、その VLANに属する端末だけに転送またはフラッディングされま
す。各VLANは論理ネットワークと見なされ、VLANに属さないステーション宛てのパケットは
ルータで転送する必要があります。

VLAN の概要
VLANは、ユーザの物理的な場所に関係なく、機能またはアプリケーションによって論理的にセ
グメント化されるスイッチドネットワーク内の端末のグループです。VLANは、物理 LANと同
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じ属性をすべて備えていますが、同じLANセグメントに物理的に配置されていないエンドステー
ションもグループ化できます。

どのようなスイッチポートでもVLANに属すことができ、ユニキャスト、ブロードキャスト、マ
ルチキャストのパケットは、その VLANに属する端末だけに転送またはフラッディングされま
す。各 VLANは 1つの論理ネットワークであると見なされます。VLANに属していないステー
ション宛てのパケットは、ルータを経由して転送する必要があります。次の図は、論理ネットワー

クとしてのVLANを図示したものです。エンジニアリング部門のステーション、マーケティング
部門のステーション、および会計部門のステーションはそれぞれ別のVLANに割り当てられてい
ます。

図 1：論理的に定義されたネットワークとしての VLAN

VLANは通常、IPサブネットワークに関連付けられますたとえば、特定の IPサブネットに含まれ
るエンドステーションはすべて同じVLANに属します。VLAN間で通信するには、トラフィック
をルーティングする必要があります。

デフォルトでは、新規に作成された VLANは動作可能です。つまり、新規に作成された VLAN
は、非シャットダウンの状態になります。また、トラフィックを通過させるアクティブステー

ト、またはパケットを通過させない一時停止ステートに、VLANを設定することもできます。デ
フォルトでは、VLANはアクティブステートでトラフィックを通過させます。

VLANインターフェイスまたはスイッチ仮想インターフェイス（SVI）は、VLAN間の通信用とし
て作成されるレイヤ3インターフェイスです。VLAN間でトラフィックをルーティングするには、
各 VLANに VLANインターフェイスを作成して、設定する必要があります。各 VLANに必要な
VLANインターフェイスは、1つだけです。
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VLAN の範囲

Cisco Nexus 9000デバイスでは、拡張システム IDが常に自動的にイネーブルになります。（注）

このデバイスは IEEE 802.1Q標準に従って、最大 4095の VLANをサポートします。これらの
VLANは、ソフトウェアによっていくつかの範囲に分割され、範囲によって用途が少しずつ異な
ります。

設定の制限については、ご使用のスイッチの検証済みの拡張性の制限に関するマニュアルを参照

してください。

この表では、VLAN範囲について説明します。

表 1：VLAN の範囲

使用法範囲VLAN 番号

シスコのデフォルトです。この

VLANは使用できますが、変更
や削除はできません。

標準1

これらの VLANは、作成、使
用、変更、削除できます。

標準2～ 1005

これらの VLANは、作成、命
名、使用できます。次のパラ

メータは変更できません。

•ステートは必ず、アクティ
ブです。

• VLANは常にイネーブル
です。これらの VLANは
シャットダウンできませ

ん。

拡張1006～ 3967

これらの予約済み VLANは、
内部デバイスによる使用のため

に割り当てられています。

内部割り当て3968～ 4095

予約済み VLAN について
予約済み VLAN（3968～ 4095）に関する注意を以下に示します。
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•このソフトウェアは、内部 VLANの使用を必要とするマルチキャストや診断などの機能用
に、VLAN番号のグループを割り当てます。デフォルトでは、このような内部使用のために
128の予約済み VLAN（3968～ 4095）からなるブロックが割り当てられます。

•予約済み VLANの範囲を変更するには、system vlanvlan-idreserve コマンドを使用します。
このコマンドにより、別の範囲の VLANを予約済み VLANとして使用するように設定でき
ます。選択したVLANは、128ずつのVLANで構成されるグループとして予約される必要が
あります。

◦ VLAN 3968～ 4092は、別の目的で使用するために設定できます。

◦ VLAN 4093～ 4095は、内部使用のために常時予約されており、別の目的で使用するこ
とはできません。

次に例を示します。

system vlan 400 reserve

このコマンドにより、VLAN 400～ 527が予約されます。

新しい予約範囲は、実行コンフィギュレーションが保存され、デバイスがリロードされた後

に有効になります。

◦ VLAN 4093～ 4095は、内部使用のために常時予約されており、別の目的で使用するこ
とはできません。

この例では、コマンドを実行すると、VLAN 400～ 527が予約済みになり、VLAN 4093
～ 4095も予約済みになります。

• no system vlanvlan-idreserveコマンドを実行すると、デバイスのリロード後に、予約済み
VLANの範囲がデフォルトの 3968～ 4095の範囲に変更されます。

• show system vlan reservedコマンドを使用すると、現在および将来の予約済み VLANの範囲
を確認できます。

VLAN 予約の例
次に、VLAN予約（イメージのリロードの前と後）の設定例を示します。

**************************************************
CONFIGURE NON-DEFAULT RANGE, "COPY R S" AND RELOAD
**************************************************
switch(config)# system vlan 400 reserve
"vlan configuration 400-527" will be deleted automatically.
Vlans, SVIs and sub-interface encaps for vlans 400-527 need to be removed by the user.
Continue anyway? (y/n) [no] y
Note: After switch reload, VLANs 400-527 will be reserved for internal use.

This requires copy running-config to startup-config before
switch reload. Creating VLANs within this range is not allowed.

switch(config)# show system vlan reserved

system current running vlan reservation: 3968-4095

system future running vlan reservation: 400-527
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switch(config)# copy running-config startup-config
[########################################] 100%

switch(config)# reload
This command will reboot the system. (y/n)? [n] y

************
AFTER RELOAD
************

switch# show system vlan reserved

system current running vlan reservation: 400-527

VLAN の作成、削除、変更

デフォルトでは、すべての Cisco Nexus 9396および Cisco Nexus 93128ポートはレイヤ 2ポート
です。

デフォルトでは、すべての Cisco Nexus 9504および Cisco Nexus 9508ポートはレイヤ 3ポート
です。

（注）

VLANには 1～ 3967の番号が付けられます。スイッチポートとして設定したポートはすべて、
レイヤ 2デバイスとしてのスイッチの初回起動時に、デフォルト VLANに割り当てられます。デ
フォルトVLAN（VLAN1）はデフォルト値だけを使用し、デフォルトVLANでアクティビティの
作成、削除、一時停止を行うことはできません。

VLANは、番号を割り当てることによって作成します。作成したVLANは削除したり、アクティ
ブステートから一時停止ステートに移行したりできます。既存の VLAN IDを使用して VLANを
作成しようとすると、デバイスでVLANサブモードが開始されますが、同じVLANは再作成され
ません。

新規に作成したVLANは、そのVLANにレイヤ 2ポートが割り当てられるまでは未使用の状態に
なります。すべてのポートはデフォルトで VLAN1に割り当てられます。

VLANの範囲により、次のパラメータをVLAN用に設定できます（デフォルトVLANを除く）。

• VLAN名

• VLANステート

•シャットダウンまたは非シャットダウン

最大 128文字のVLANロングネームを設定できます。VLANロングネームを設定するには、VTP
がトランスペアレントモードである必要があります。

VLANアクセスポートまたはトランクポートとしてのポートの設定と、VLANへのポートの
割り当ての詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Interfaces Configuration Guide』を
参照してください。

（注）
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特定のVLANを削除すると、そのVLANに関連するポートは非アクティブになり、トラフィック
は流れなくなります。トランクポートから特定のVLANを削除すると、そのVLANだけがシャッ
トダウンし、トラフィックは引き続き、トランクポート経由で他のすべてのVLAN上で転送され
ます。

ただし、削除した VLANの VLANとポートのマッピングはシステム上にすべて存続しているた
め、そのVLANを再イネーブル化または再作成すると、元のポート設定が自動的にそのVLANに
戻されます。VLANのスタティックMACアドレスとエージングタイムは、VLANを再イネーブ
ル化しても復元されません。

VLANコンフィギュレーションサブモードで入力したコマンドはすぐに実行されません。変
更を反映するには、VLANコンフィギュレーションサブモードを終了する必要があります。

（注）

VLAN のハイアベイラビリティ
このソフトウェアでは、コールドリブート時に、VLANのステートフルおよびステートレスの両
方の再起動で、ハイアベイラビリティがサポートされます。ステートフルな再起動では、最大 3
回の再試行がサポートされます。再起動から 10秒以内に 4回以上の再試行を行うと、スーパーバ
イザモジュールがリロードされます。

VLANを使用しているときに、ソフトウェアのアップグレードまたはダウングレードをシームレ
スに実行できます。

ハイアベイラビリティ機能の詳細については、『CiscoNexus 9000 SeriesNX-OSHighAvailability
and Redundancy Guide』を参照してください。

（注）

VLAN のライセンス要件
次の表に、この機能のライセンス要件を示します。

ライセンス要件製品

VLANにライセンスは必要ありません。ライセ
ンスパッケージに含まれていない機能はすべて

CiscoNX-OSシステムイメージにバンドルされ
ており、追加費用は一切発生しません。

Cisco NX-OS
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VLAN 設定の前提条件
VLANには次の前提条件があります。

•デバイスにログインしていること。

• VLANを変更するには、その VLANが作成されている必要があります。

VLAN の設定に関する注意事項および制約事項
VLAN設定時の注意事項と制限事項は次のとおりです。

• showコマンドで internalキーワードを指定することは、サポートされていません。

• 1つの VLANまたは VLAN範囲を設定できます。

多数の VLANを設定する場合は、最初に vlanコマンドを使用して VLANを作成します（た
とえば、vlan 200-300, 303-500）。VLANが正常に作成された後、これらの VLANに順番に
名前を付けるか設定します。

•内部使用のために予約された VLANグループ内の VLANは、作成、変更、または削除する
ことはできません。

• VLAN1は、デフォルト VLANです。この VLANの作成、変更、または削除はできません。

• VLAN1006～3967は常にアクティブステートなので、常にイネーブルです。これらのVLAN
のステートを一時停止またはシャットダウンすることはできません。

•スパニングツリーモードを変更すると、レイヤ 2 VLANと同じ VLAN IDを共有するレイヤ
3サブインターフェイス VLANは、ハードウェアの再プログラミングの結果として発生する
マイクロ秒のトラフィックドロップの影響を受ける可能性があります。

• VLAN 3968 ~ 4095は、デフォルトで、内部デバイス用に予約されています。

VLAN のデフォルト設定
次の表に、VLANパラメータのデフォルト設定を示します。

表 2：VLAN パラメータのデフォルト値

デフォルトパラメータ（Parameters）

イネーブルVLANs

VLAN1：スイッチポートとし
て設定したポートは、VLAN1
に割り当てられます。

VLAN
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デフォルトパラメータ（Parameters）

1VLAN ID

•デフォルト VLAN
（VLAN1） - default

•他のすべての VLAN：
VLAN vlan-id

VLAN名

ActiveVLANステート

イネーブル：RapidPVST+がイ
ネーブル

STP

DisabledVTP

1VTPバージョン

VLAN の設定

VLANへのレイヤ 2インターフェイスの割り当て（アクセスまたはトランクポート）の詳細
については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Interfaces Configuration Guide』を参照してくださ
い。デフォルトでは、すべてのインターフェイスが VLAN1に割り当てられます。

（注）

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能の Cisco NX-OSコマンドは従来の Cisco IOSコ
マンドと異なる点があるため注意が必要です。

（注）

VLAN の作成と削除（CLI バージョン）
デフォルトのVLANおよびデバイス用に内部的に割り当てられたVLAN以外は、すべてのVLAN
を作成または削除できます。

VLANを作成すると、その VLANは自動的にアクティブステートになります。
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VLANを削除すると、そのVLANに関連するポートは非アクティブになります。したがって、
廃棄されるトラフィックフローやパケットはありません。トランクポートの場合、ポートは

オープンしたたままで、削除した VLANを除く他のすべての VLANからのトラフィックが引
き続き転送されます。

（注）

作成する VLANの範囲内に作成できない VLANが含まれていると、作成できない VLANがリス
トされたメッセージが戻されますが、指定範囲内の他の VLANはすべて作成されます。

VLANコンフィギュレーションサブモードで VLANの作成と削除を行うこともできます。（注）

手順の概要

1. config t
2. vlan {vlan-id | vlan-range}
3. exit
4. （任意） show vlan
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。config t

例：
switch# config t
switch(config)#

ステップ 1   

VLANまたはVLANの範囲を作成します。割り当て済みのVLAN
番号を入力すると、その VLANの VLANコンフィギュレーショ

vlan {vlan-id | vlan-range}

例：
switch(config)# vlan 5
switch(config-vlan)#

ステップ 2   

ンサブモードが開始されます。内部的に割り当てられている

VLANに割り当てられている番号を入力すると、エラーメッセー
ジが返されます。VLANの範囲を入力し、指定 VLANの 1つ以
上が、内部的に割り当てられた VLANの範囲外である場合、コ
マンドは範囲外の VLANだけで有効になります。指定できる範
囲は 2～ 3967です。VLAN1はデフォルト VLANであり、作成
や削除はできません。内部使用のために予約されている VLAN
の作成や削除はできません。

VLANモードを終了します。exit

例：
switch(config-vlan)# exit
switch(config)#

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

VLANの情報およびステータスを表示します。
show vlan

例：
switch# show vlan

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコンフィギュ

レーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 5   

次の例は、15～ 20の範囲で VLANを作成する方法を示しています。

switch# config t
switch(config)# vlan 15-20
switch(config-vlan)# exit
switch(config)#

VLAN コンフィギュレーションサブモードの開始
VLANの次のパラメータの設定または変更を行うには、VLANコンフィギュレーションサブモー
ドを開始する必要があります。

•名前

•状態

• Shut down

手順の概要

1. config t
2. vlan {vlan-id | vlan-range}
3. exit
4. （任意） show vlan
5. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。config t

例：
switch# config t
switch(config)#

ステップ 1   

VLAN設定サブモードにします。このサブモードでは、
VLANまたは VLAN範囲に対して、名前の指定、ステー

vlan {vlan-id | vlan-range}

例：
switch(config)# vlan 5
switch(config-vlan)#

ステップ 2   

トの設定、ディセーブル化、およびシャットダウンを実

行できます。

VLAN1または内部的に割り当てられた VLANに対して
は、これらの値を変更できません。

VLANコンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：
switch(config-vlan)# exit
switch(config)#

ステップ 3   

（任意）

VLANの情報およびステータスを表示します。
show vlan

例：
switch# show vlan

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコンフィ

ギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

次に、VLANコンフィギュレーションサブモードを開始して、終了する例を示します。
switch# config t
switch(config)# vlan 15
switch(config-vlan)# exit
switch(config)#

VLAN の設定
VLANの次のパラメータの設定または変更を行うには、VLANコンフィギュレーションサブモー
ドを開始する必要があります。

•名前

•状態

• Shut down
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デフォルト VLANまたは内部的に割り当てられた VLANの作成、削除、変更はできません。
また、一部の VLANでは変更できないパラメータがあります。

（注）

手順の概要

1. config t
2. vlan {vlan-id | vlan-range}
3. namevlan-name
4. state {active| suspend}
5. no shutdown
6. exit
7. （任意） show vlan
8. （任意） show vtp status
9. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。config t

例：
switch# config t
switch(config)#

ステップ 1   

VLAN設定サブモードにします。既存のVLANではない場合、指
定した VLANが作成され、VLANコンフィギュレーションサブ
モードが開始されます。

vlan {vlan-id | vlan-range}

例：
switch(config)# vlan 5
switch(config-vlan)#

ステップ 2   

VLANに名前を付けます。32文字までの英数字を入力してVLAN
に名前を付けることができます。VLAN1または内部的に割り当て

namevlan-name

例：
switch(config-vlan)# name
accounting

ステップ 3   

られている VLANの名前は変更できません。デフォルト値は
VLANxxxxであり、xxxxは、VLAN ID番号と等しい 4桁の数字
（先行ゼロも含む）を表します。

128文字の名前がサポートされます（VLANロングネー
ム）。

（注）

VLANのステート（アクティブまたは一時停止）を設定します。
VLANステートを一時停止にすると、そのVLANに関連付けられ

state {active| suspend}

例：
switch(config-vlan)# state
active

ステップ 4   

たポートが非アクティブになり、VLANのトラフィック転送が停
止します。デフォルトステートは activeです。デフォルト VLAN
および VLAN 1006～ 3967のステートを一時停止にすることはで
きません。
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目的コマンドまたはアクション

VLANをイネーブルにします。デフォルト値は no shutdown（イ
ネーブル）です。デフォルトVLANのVLAN1、またはVLAN1006
～ 3967はシャットダウンできません。

no shutdown

例：
switch(config-vlan)# no shutdown

ステップ 5   

VLANコンフィギュレーションサブモードを終了します。exit

例：
switch(config-vlan)# exit
switch(config)#

ステップ 6   

（任意）

VLANの情報およびステータスを表示します。
show vlan

例：
switch# show vlan

ステップ 7   

（任意）

VLANトランキングプロトコル（VTP）の情報およびステータス
を表示します。

show vtp status

例：
switch# show vtp status

ステップ 8   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコンフィギュ

レーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 9   

VLANコンフィギュレーションサブモードで入力した
コマンドはすぐに実行されません。変更を反映するに

は、VLANコンフィギュレーションサブモードを終了
する必要があります。

（注）

次の例は、VLAN 5のオプションパラメータを設定する方法を示しています。
switch# config t
switch(config)# vlan 5
switch(config-vlan)# name accounting
switch(config-vlan)# state active
switch(config-vlan)# no shutdown
switch(config-vlan)# exit
switch(config)#

VLAN 作成前の VLAN 設定
VLANを作成する前に、VLANを設定できます。この手順は、IGMPスヌーピング、VTP、および
他の設定に使用されます。

show vlan コマンドでは、vlanコマンドを使用してそれを作成しない限り、これらのVLANは
表示されません。

（注）
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手順の概要

1. config t
2. vlan configuration {vlan-id}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。config t

例：
switch# config t
switch(config)#

ステップ 1   

実際にこれらを作成しないで VLANを設定で
きるようにします。

vlan configuration {vlan-id}

例：
switch(config)# vlan configuration 20
switch(config-vlan-config)#

ステップ 2   

次に、これを作成する前に VLANを設定する例を示します。
switch# config t
switch(config)# vlan configuration 20
switch(config-vlan-config)#

VLAN のロングネームのイネーブル化
最大 128文字の VLANロングネームを設定できます。

systemvlan long-name がスタートアップ コンフィギュレーションに含まれている場合、Cisco
Nexus 9000シリーズ スイッチは VTPオフ モードで起動します。

VTP トランスペアレントモードをイネーブルにするには、次の手順に従います。

（注）

1 VTP をディセーブルにします。

2 スタートアップコンフィギュレーションから system vlan long-nameを削除します。

3 VTPを再度イネーブルにします。

はじめる前に

VTPはトランスペアレントまたはオフモードである必要があります。VTPは、クライアントまた
はサーバモードにすることはできません。VTPの詳細については、VTPの設定を参照してくださ
い。
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手順の概要

1. configure terminal
2. system vlan long-name
3. （任意） copy running-config startup-config
4. show running-config vlan

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

128文字までの VLAN名をイネーブルにできます。system vlan long-name

例：
switch(config)# system vlan long-name

ステップ 2   

この機能をディセーブルにするには、このコマンドの

no形式を使用します。

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュレー

ションをスタートアップコンフィギュレーションにコ

ピーして、変更を継続的に保存します。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 3   

システム VLANのロングネーム機能がイネーブルであ
ることを確認します。

show running-config vlan

例：
switch(config)# show running-config vlan

ステップ 4   

次に、VLANロングネームをイネーブルにする例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# system vlan long-name
switch(config)# copy running config startup config
switch(config)# show running-config vlan

トランクポート上のポート VLAN マッピングの設定
ポートでの入力（着信）VLANとローカル（変換先）VLANの間の VLAN変換を設定できます。

ポート VLANマッピングについては、次の点に注意してください。

•入力（着信）VLANは、スイッチでVLANとして設定する必要はありません。変換先VLAN
は、設定し、それに対する VN-Segmentマッピングを行う必要があります。
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•すべてのレイヤ 2発信元アドレス学習およびレイヤ 2 MAC宛先検索は、変換先 VLANで実
行されます。入力（着信）VLANではなく変換先 VLANの VLANカウンタを参照してくだ
さい。

• PVスイッチングおよび PVルーティングは FEXポートではサポートされていません。

• Cisco Nexus 9300シリーズスイッチでは、40 Gポートで PVルーティングがサポートされて
いません。

• VLAN変換（マッピング）はネットワークフォワーディングエンジン（NFE）を備えたCisco
Nexus 9000シリーズスイッチでサポートされています。

•変換先 VLANのプロパティを変更する場合、その VLANによる設定を変換先 VLANとして
マッピングするポートは、正常に動作するためにフラップされる必要があります。

次に例を示します。

Int eth 1/1
switchport vlan mapping 101 10
.
.
.

/***Deleting vn-segment from vlan 10.***/
/***Adding vn-segment back.***/
/***Flap Eth 1/1 to ensure correct behavior.***/

• forceコマンドを使用して既存のポートチャネルにメンバーを追加する場合は、「mapping
enable」設定に一貫性がある必要があります。

次に例を示します。

Int po 101
switchport vlan mapping enable
switchport vlan mapping 101 10
switchport trunk allowed vlan 10

int eth 1/8
/***No configuration***/

ここで、int po 101には「switchport vlan mapping enable」設定が適用されていますが、eth 1/8
には適用されていません。 eth 1/8をポートチャネル 101に追加するには、まず「switchport
vlan mapping enable」設定を eth 1/8に適用してから force コマンドを使用します。

int eth 1/8
switchport vlan mapping enable
channel-group 101 force

•トランクポートでのポート VLANマッピングはネットワークフォワーディングエンジン
（NFE）を備えた Cisco Nexus 9000シリーズスイッチでのみサポートされています。

はじめる前に

• VLAN変換を実装する物理またはポートチャネルがレイヤ 2トランクポートとして設定さ
れていることを確認します。

•変換先 VLANがスイッチ上で作成され、レイヤ 2トランクポートのトランク許可 VLANの
VLANリストに追加されていることを確認します。
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ベストプラクティスでは、インターフェイスで入力VLAN IDをスイッチポー
ト許可 VLANリストに追加することを避けます。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. interfacetypeport
3. [no] switchport vlan mapping enable
4. [no] switchport vlan mappingvlan-idtranslated-vlan-id
5. [no] switchport vlan mapping all
6. （任意） copy running-config startup-config
7. （任意） show interface [if-identifier] vlan mapping

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminalステップ 1   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始します。interfacetypeportステップ 2   

スイッチポートでのVLAN変換を有効にします。VLAN変換は、
デフォルトでは無効になっています。

[no] switchport vlan mapping
enable

ステップ 3   

VLAN変換を無効にするには、このコマンドの no形
式を使用します。

（注）

VLANを他の VLANに変換します。[no] switchport vlan
mappingvlan-idtranslated-vlan-id

ステップ 4   

• vlan-id引数と translated-vlan-id引数の範囲はどちらも 1～
4094です。

VLAN のペアのマッピングを解除するには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

（注）

インターフェイスで設定されているすべての VLAN マッピング
を解除します。

[no] switchport vlan mapping allステップ 5   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコンフィギュ

レーションにコピーします。

copy running-config
startup-config

ステップ 6   

VLAN変換の設定は、スイッチポートが動作トランク
ポートになるまで有効になりません。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

一定範囲のインターフェイスや特定のインターフェイスに関する

VLANマッピング情報を表示します。

show interface [if-identifier] vlan
mapping

ステップ 7   

次に、（入力）VLAN10と（ローカル）VLAN100 の間の VLAN 変換を設定する例を示します。
show vlan counters コマンドの出力は、カスタマー VLAN ではなく変換先 VLAN としての統計
カウンターを示します。

switch# config t
switch(config)# interface ethernet1/1
switch(config-if)# switchport vlan mapping enable
switch(config-if)# switchport vlan mapping 10 100
switch(config-if)# switchport trunk allowed vlan 100
switch(config-if)# show interface ethernet1/1 vlan mapping
Interface eth1/1:
Original VLAN Translated VLAN
------------------ ---------------
10 100

switch(config-if)# show vlan counters
Vlan Id :100
Unicast Octets In :292442462
Unicast Packets In :1950525
Multicast Octets In :14619624
Multicast Packets In :91088
Broadcast Octets In :14619624
Broadcast Packets In :91088
Unicast Octets Out :304012656
Unicast Packets Out :2061976
L3 Unicast Octets In :0
L3 Unicast Packets In :0

トランクポート上の内部 VLAN および外部 VLAN マッピングの設定
ポートでの内部 VLANおよび外部 VLANからローカル（変換先）VLANへの VLAN変換を設定
できます。

内部 VLANおよび外部 VLANマッピングの設定については、次の点に注意してください。

• VLAN変換（マッピング）はネットワークフォワーディングエンジン（NFE）を備えたCisco
Nexus 9000シリーズスイッチでサポートされています。

•内部 VLANおよび外部 VLANが設定されているポートのトランク許可リストに内部および
外部 VLANが含まれることはありません。

次に例を示します。

switchport vlan mapping 11 inner 12 111
switchport trunk allowed vlan 11-12,111 /***Not valid because 11 is outer VLAN and 12
is inner VLAN.***/
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•同一の外部（または元の）VLANや変換先 VLANを持つマッピング（変換）設定を 1つの
ポートに複数設けることはできません。複数の内部 VLANおよび外部 VLANマッピング設
定が同じ内部 VLANを持つことは可能です。

次に例を示します。

switchport vlan mapping 101 inner 102 1001
switchport vlan mapping 101 inner 103 1002 /***Not valid because 101 is already used
as an original VLAN.***/
switchport vlan mapping 111 inner 104 1001 /***Not valid because 1001 is already used
as a translated VLAN.***/
switchport vlan mapping 106 inner 102 1003 /***Valid because inner vlan can be the
same.***/

•トランクポートでのポート VLANマッピングはネットワークフォワーディングエンジン
（NFE）を備えた Cisco Nexus 9000シリーズスイッチでのみサポートされています。

手順の概要

1. configure terminal
2. interfacetypeport
3. [no] switchport mode trunk
4. switchport vlan mapping enable
5. switchport vlan mappingouter-vlan-idinnerinner-vlan-idtranslated-vlan-id
6. （任意） copy running-config startup-config
7. （任意） show interface [if-identifier] vlan mapping

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configure terminalステップ 1   

インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interfacetypeportステップ 2   

トランクコンフィギュレーションモードを開始

します。

[no] switchport mode trunkステップ 3   

スイッチポートでの VLAN変換を有効にしま
す。VLAN変換は、デフォルトでは無効になっ
ています。

switchport vlan mapping enableステップ 4   

VLAN変換を無効にするには、このコ
マンドの no形式を使用します。

（注）

内部 VLANおよび外部 VLANを他の VLANに
変換します。

switchport vlan
mappingouter-vlan-idinnerinner-vlan-idtranslated-vlan-id

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-configステップ 6   

VLAN変換の設定は、スイッチポー
トが動作トランクポートになるまで

有効になりません。

（注）

（任意）

一定範囲のインターフェイスや特定のインター

フェイスに関するVLANマッピング情報を表示
します。

show interface [if-identifier] vlan mappingステップ 7   

次に、二重タグ VLANトラフィック（内部 VLAN 12、外部 VLAN 11）の VLAN 111への変換を
設定する例を示します。

switch# config t
switch(config)# interface ethernet1/1
switch(config-if)# switchport mode trunk
switch(config-if)# switchport vlan mapping enable
switch(config-if)# switchport vlan mapping 11 inner 12 111
switch(config-if)# switchport trunk allowed vlan 101-170
switch(config-if)# no shutdown

switch(config-if)# show mac address-table dynamic vlan 111

Legend:
* - primary entry, G - Gateway MAC, (R) - Routed MAC, O - Overlay MAC
age - seconds since last seen,+ - primary entry using vPC Peer-Link,
(T) - True, (F) - False

VLAN MAC Address Type age Secure NTFY Ports
---------+-----------------+--------+---------+------+----+------------------
* 111 0000.0092.0001 dynamic 0 F F nve1(100.100.100.254)
* 111 0000.0940.0001 dynamic 0 F F Eth1/1

VLAN の設定の確認
VLANの設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

VLAN情報を表示します。show running-config vlanvlan-id

VLAN情報を表示します。show vlan [all-ports | brief | idvlan-id | namename
| dot1q tag native]

VLAN情報の要約を表示します。show vlan summary

VTP情報を表示します。show vtp status
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VLAN 統計情報の表示とクリア
VLANの設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

すべての VLANまたは指定した VLANのカウ
ンタをクリアします。

clear vlan [idvlan-id] counters

各 VLANのレイヤ 2パケット情報を表示しま
す。

show vlan counters

VLAN の設定例
次に、VLANを作成して名前を指定し、ステートをアクティブにして、管理上のアップに設定す
る例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# vlan 10
switch(config-vlan)# name test
switch(config-vlan)# state active
switch(config-vlan)# no shutdown
switch(config-vlan)# exit
switch(config)#

VLAN に関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS
Layer 2 Switching Configuration
Guide』

NX-OSレイヤ 2スイッチングの設定

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS
Interfaces Configuration Guide』

インターフェイス、VLANインターフェイス、IPアドレス指
定、ポートチャネル

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS
Multicast Routing Configuration
Guide』

マルチキャストルーティング
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マニュアルタイトル関連項目

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS
Fundamentals Configuration
Guide』

NX-OSの基礎

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS
High Availability and Redundancy
Guide』

ハイアベイラビリティ

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS
SystemManagement Configuration
Guide』

システム管理

標準

Title標準

—この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

MIBを検索およびダウンロードするには、次の
URLにアクセスしてください。ftp://ftp.cisco.com/
pub/mibs/supportlists/nexus9000/
Nexus9000MIBSupportList.html

CISCO-VLAN-MEMBERSHIPMIBには、次のも
のが含まれます。

• vmMembership Table

• MIBvmMembershipSummaryTable

• MIBvmMembershipSummaryTable
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